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研究成果の概要： 

本研究の目的は、行政に所属する保健師の実践活動を調査し、予防を重視した育児支援におけ

るヘルスニーズアセスメント指標を解明することである。継続的な育児支援における保健師の

取り組み事例を対象とし、支援プロセスにおけるヘルスニーズアセスメント内容、育児支援内

容、予防的な意義の評価について分析し、予防を重視した育児支援におけるヘルスニーズアセ

スメント指標を検討した。 
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１．研究開始当初の背景 
 軽度発達障害児とその家族への支援に

着目した筆者自身の研究１）では、発達上の

問題が明らかになっていない段階から、保

健師が支援の必要性を見出し継続的に支

援を行っていくことが、その後の子どもと

その家族の主体的な育児を含めた生活の

営みを可能としていたことが明らかとな

った。 

保健師は、問題が顕在化していない段階

から、育児支援の必要な対象を判断し子ど

もとその家族との関係性を維持しながら、

既存の事業の活用や、地域の関係者および

住民の協力を得ることを通じて継続的に
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支援を展開し、対象が主体的に育児を行っ

ていくことを支援している。これらの支援

は、対象の育児環境を長期・継続的に支え、

さらに既存の母子保健事業の活用や見直

しなどを積み重ねることで育児支援体制

の充実へとつながっている。 

 これらの保健師の継続的な育児支援は、

子どもとその家族の育児を含めた主体的

な生活を支え、さらには乳幼児期のみなら

ず学童期・思春期に向かうライフステージ

を見通した地域の育児支援体制をより充

実させることへの基盤につながると考え

られる。 

 特に問題が顕在化していない段階から

育児支援の必要性をアセスメントするこ

とは、子ども自身の発育発達・疾病のアセ

スメントのみならず、家族自身の育児力を

総合的に捉えていく能力が求められる。し

かしながらこれらの能力は、現段階におい

て保健師自身の経験に依存している側面

が大きいと考えられる。予防の段階からの

ヘルスニーズをアセスメントしていく能

力の向上は、育児支援を担う保健師に求め

られる重要な課題であり、育児支援体制の

充実のうえでも喫緊の課題であると考え

る。 

従って、本研究の目的である予防を重視し

た育児支援におけるヘルスニーズアセスメ

ント指標を追究することは、育児支援を行う

保健師の能力の向上につながり、現在の育児

支援体制の充実のうえで社会的意義が高い

と考えられる。 

 
２．研究の目的 
本研究では、保健師が地域の潜在的な問題

に対しアプローチしていく援助活動の中で

特に育児支援に着目する。家族の育児力の乏

しさや子どもの発達の遅れなど、明らかな問

題として顕在化していないが、予防的な観点

から育児支援のニーズを持った対象に対す

る保健師の継続支援におけるヘルスニーズ

のアセスメント、育児支援内容、予防的意義

の評価を調査し、ヘルスニーズアセスメント

指標を検討する。 

 
３．研究の方法 

経験豊かな保健師への振り返り調査に

よる実態調査を実施し、予防を重視した育

児支援における実践活動に関する実態を

明らかにし、ヘルスニーズアセスメント指

標を検討する。 

対象の選定にあたっては、国内１事例を

選定し、対象となる保健師の研究協力の同

意を得たうえで、予防の段階における保健

師のヘルスニーズアセスメントについて

実態調査を行う。実態調査は、研究者が直

接現地に出向き対象保健師に対して半構

成面接による方法を用いて実施する。 

（１）調査方法 

①調査対象：育児支援において継続支援に取

り組んだ経験のある保健師（国内1事例） 

②調査方法：半構成面接による面接調査およ

び支援記録の閲覧。 

③調査項目： 

ⅰ.継続的な育児支援を必要とした対象のヘ

ルスニーズ 

ⅱ.保健師のヘルスニーズアセスメント内容 

ⅲ.育児支援内容 

ⅳ.予防的な意義の評価 

（２）分析方法 

①保健師より聴取した調査内容から、援助

のプロセスを時系列に整理する 

②看護援助のプロセスにおける予防的意

義を看護援助の成果より研究者が読み取

る。 

③看護援助のプロセスにおいて保健師が



 

 

どのようにヘルスニーズのアセスメント

を行っていたのか整理する。 

④上記③のアセスメントに関連してした

要素を整理する 

⑤抽出された要素を分類整理し、ヘルスニ

ーズアセスメント指標を検討する 

（３）倫理的配慮 

１）研究参加の任意性の確保 

  研究を実施するにあたっては、研究対

象である保健師および当該保健師の所属

所の長、関係機関の長のそれぞれに研究

の目的、方法について十分に説明を行っ

たうえで研究協力の同意を得た。 

 ２）匿名性と守秘性の確保 

本研究によって知り得た情報の取り

扱いには十分に配慮し、研究結果の公表

に関しては、個人や固有名詞など個人が

特定される表現方法に留意することを約

束した。 

 

４．研究成果 
 

１）調査対象者および援助事例の概要 

 調査対象者の概要を表１に示す。また、対

象保健師の援助事例の概要を表２に示す。 

 

表１．調査対象者の概要 

 調査対象者 

経験年数 ９年 

所属部署 健康管理部門 

市町村の 

概要 

人口約３万人 

出生率６．２ 

郊外 

  
 
表２．援助事例の概要 

家族構成 母、父、第１子、第２子（自閉症） 

概要 
第２子に自閉傾向あり、１歳６か月健

診時より、援助を開始し継続的支援を

行った 

 

２）援助内容の成果における予防的な意義 

調査対象者から聴取し抽出した援助内容

から、予防的な意義のある成果（表３）を以

下に示す。 

成果から読みとった予防的な意義は、表３

の大項目Ａ～Ｄに分類整理できた。 

 

 

３）ヘルスニーズのアセスメントに関連する

要素 

援助内容の成果に関連したヘルスニーズ

アセスメントの要素は、表４のＥ～Ｈの大項

目および①～⑩の中項目に分類整理できた。 

表３．成果の予防的な意義 

A．子供の成長発達に伴い生じる問題に対すること 

子供の障害の問題が明確になる前から生じている

母親の悩みや不安の表出 

子供の成長発達の状況を専門的支援を結びつけな

がら母親および家族が子供の現在の成長発達の状

況に気づくことができた 

乳幼児期の育児面の相談だけではなく、就学面で生

じると考えられる問題への対処方法を家族自身が

見いだす 

B．家族の対処能力の向上に関すること 

母親だけではなく父親も子供の障害について不安

を感じていることを受け止め、父親の気持ちを確認

することで両親の子供への理解へつながった 

きょうだいが学校でいじめにあうのではないかと

心配に思う母親の気持ちを受け止め、不安に思うこ

とを整理し、家族内で今後について必要なことを話

し合うことにつながった 

C．援助対象に関係する保健福祉サービスに関する

こと 

保健福祉サービス（特に専門的支援）に対する両親

の戸惑いを受け止めることや、支援に対する理解を

確認していくことで、両親が支援の必要性を納得し

サービスを生活に取り入れていくことにつながっ

た 

対象児に関わる関係者間で支援方針や母親および

家族の意向を共有したことで、母親が安心して相談

できる場が身近に増えた 

D．援助対象と地域住民との関係に関する要素 

障害児を持つ親の会での交流だけではなく、もっと

身近な地域で同じ悩みや不安を持つ親同士で情報

交換をしたいという母親の思いを受け止め、同じよ

うに交流を持ちたいと感じていた地域の母親をつ

なげることで、身近に相談しあえる関係がうまれ

た。 



 

 

 

Ｅ.対象児に関する要素 

 これには、①子供の成長発達の状況（乳幼

児健康診査で言葉の遅れがみられる、子供

に自閉傾向がみられる）、②子供の成長発達

と共に移り変わる問題（保育園の入園や就

学についての悩み）、が含まれる。 

Ｆ．母親および家族に関する要素 

 これには、③母親および家族の子供の成長発

達・障害への不安・理解の相違（子供の発達に

遅れに対する不安、子供の発達を促していきた

いという母親の思い、療育手帳の取得に対する

戸惑い等）、④母親および家族の対処能力（子

供に自閉傾向があることを受け止め両親自

ら専門機関に相談に出向いた、両親自ら養

護学校の見学に出向く等）、⑤家族の関係性

（育児面のことなど普段から父親と母親で

よく話し合っていること等）、⑥対象児のき

ょうだいへの母親の思いが含まれる。（第１

子と第２子が同じ小学校に通学すると第１

子がいじめにあうのではないかという母親

の心配） 

Ｇ．援助対象に関係する保健福祉サービスに

関する要素 

 これには、⑦対象が居住する自治体の保健

福祉サービスの現状（自治体に療育面の相

談の場がない、障害児の受け入れに対して

積極的な保育園があること）、⑧保健福祉サ

ービスに対する両親の思い・理解（専門的

支援の場を利用することへの戸惑い、色々

な関係者に今後も相談していきたいという

母親の思い）、⑨母親・家族と、保健福祉関

係者との関係性（支援関係者に気軽に相談

できる関係があること）、が含まれる。 

Ｈ.援助対象と地域住民との関係に関する要

素 

 これには、⑩同じ悩みや問題を抱える身近

な住民とのつながり（障害児を持つ親同士

で話したいという母親の思い、就学にあた

って障害児を持つ他の母親と意見交換をし

たいという思い）、が含まれる。 

 

３）ヘルスニーズアセスメント指標の検討 

 抽出されたヘルスニーズのアセスメント

に関係していた要素から、Ｅ～Ｈの４つの視

点が指標として導出された。つまり、保健師

は、ヘルスニーズのアセスメントに個々の対

象の状況とあわせて母親および家族の状況

を常にアセスメントし、さらに地域の資源や

住民の状況を連動させながら、育児支援を展

開していることが確認できた。 

今後は、本調査で導出された指標と看護援

助の関係をさらに詳細に分析することによ

って、より実践に活かせる指標に精錬させて

いく必要があると考える。 
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表４．ヘルスニーズのアセスメントに関連していた

要素 

Ｅ．対象児に関する要素 

① 問題が顕在化する前からの子供の成長発達の

状況 

② 子供の成長発達とともに移り変わる問題 

Ｆ．母親および家族に関する要素 

③ 母親および家族の子供の成長発達・障害への

不安・理解の相違 

④ 母親および家族の対処能力 

⑤ 家族の関係性 

⑥ 対象児のきょうだいへの母親の思い 

Ｇ．援助対象に関係する保健福祉サービスに関する

要素 

⑦ 対象が居住する自治体の保健福祉サービスの

現状 

⑧ 保健福祉サービスに対する両親の思い・理解

⑨ 母親・家族と保健福祉サービス関係者との関

係性 

Ｈ．援助対象と地域住民との関係に関する要素 

⑩ 同じ悩みや問題を抱える身近な住民とのつな

がり 
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